
 

（第２号様式）   
令和８年４月13日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 25日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

生徒が自ら課題を発

見し解決する探究力

を身に付けながら、

進路希望実現に向け

た力も身に付けられ

る授業改善を実施す

る。 

 

これからの時代に求

められる資質・能力

の育成に向けた教育

活動を充実させる。 

①組織的な授業改善テーマ

「深い学びの実現に向け

た授業実践」について全

教科で研究を行う。 

①高校及び大学の一貫した

学びの仕組みである高大

接続教育課程開発を引き

続き行う。 

 

②SS課題探究・理数探究に

おいて外部資源を活用

し、生徒の探究力を育成

する。 

 

 

①授業研究月間を設定し、

相互に授業を参観し、ま

た公開研究授業を実施し

て改善を進める。 

①理数探究の指導方法及び

来年度開講のＳＳ物理・

ＳＳ化学・ＳＳ生物の指

導内容について大学と協

議を進める。 

②大学研究室による通年指

導、ＴＡ派遣、県相人材

バンク等を活用する。 

①生徒による授業評価の

結果。 

①高大接続教育課程協議

の進捗状況。 

②大学研究室による通年

指導回数、ＴＡ派遣人

数、県相人材バンク登

録人数及び活用回数。 

①授業研究月間を２回実施

し、11 月には「教科等横

断的な視点を活かした授

業実践」という題で公開

研究授業を実施した。 

①理数探究の研究室接続に

ついて、受入３大学と協

議を行った。ＳＳ生物で

は高大接続試行授業を実

施した。 

②昨年度より研究室接続し

ている生徒が台湾で行わ

れた学会で発表した。Ｔ

Ａ派遣はのべ 30 人を超え

た。県相人材バンクを活

用しサイエンスゼミナー

ルや県相先輩セミナー等

を実施した。 

①授業研究が効率的に進め

られるようスケジュール

を見直し、授業研究月間

は年１回に集約してい

く。 

①ＳＳ生物における試行を

生かして次年度よりＳＳ

物理、ＳＳ化学、ＳＳ生

物で高大接続授業を実施

していく。 

②研究室の研究内容と生徒

の研究内容とのマッチン

グ方法を工夫していく。

県相人材バンク直近の卒

業生をＴＡとして活用す

る方策を検討していく。 

・授業では教科を探究的に

学んでいるのか，探究学

習とのつながりを生徒が

意識できているのかを検

討したほうがよい。 

・授業研究の成果を教科内

容の精選に使い、それぞ

れの教科科目で重複して

いる分野を削る形にして

はどうか。 

・外部の大学で課題研究に

関わった生徒の学びを教

員はどのぐらい理解して

いるのか。 

・県相人材バンクはとても

良い取り組みであると思

う。積極的に広げてもら

えると良い。 

①組織的な授業改善テ

ーマ「深い学びの実

現に向けた授業実

践」について全教科

で研究を行い、授業

改善を進めることが

できた。 

①理数探究の研究室接

続協議や、ＳＳ生物

における高大接続試

行授業は成果があっ

た。 

②SS 課題探究・理数探

究において外部資源

を活用するための協

議を進め、活用の枠

組みを作ることがで

きた。 

①各教科の授業にお

ける探究的な学び

を充実させ、教官

学習と課題探究と

のつながりを生徒

が意識できるよ

う、授業改善を進

める。 

①試行の成果を生か

しＳＳ生物、ＳＳ

物理、ＳＳ化学で

高大接続授業を本

格実施する。 

②県相人材バンク活

用の運用ルールを

作り、本格的に運

用していく。 

２ 生徒指導・支援 

校訓「礼節・信義・

根性」､モットー「文

武両道・切磋琢磨」

を基盤とする高い次

元での教育活動の展

開を通し、獲得した

知識・技能を活用

し、多様な人々と協

働的に活動し、リー

ダーとして社会に関

わろうとする人材を

育成する。 

①学校行事・部活動を通し

て生徒の責任感・社会性

を育むとともに、リーダ

ーとして必要な資質を育

成する。 

②教育相談体制を充実さ

せ、困り感を持つ生徒の

早期発見・対応にあた

る。 

①生徒たちが主体的に学校

行事や部活動を行い、生

徒自らが課題発見・課題

解決できるサポート体制

を整える。 

②教育相談コーディネータ

ーが中心となってＳＣ・

ＳＳＷとの情報共有を密

にし、保護者とも積極的

に連携して困り感を持つ

生徒のケアにあたる。 

①学校行事・部活動が主

体的に実施できたか、

アンケートを実施す

る。 

①部活動の加入率及び活

動内容。 

②コア会議、ケース会議

の開催状況、困り感を

持つ生徒の改善状況。 

②担任との面談時間の確

保状況。 

①生徒主体の学校行事とな

るよう教員がサポートし

た。アンケートでは 98%が

学校行事に対し肯定的な

回答をした。 

①部活動加入者は兼部者も

含めて830名。加入率100%

であった。アンケートで

は 95%が部活動に対し肯定

的な回答をした。 

②コア会議を適切に開催

し、外部機関とも連携し

て生徒支援に努めた。 

②年２回１週間授業短縮を

行い面談を実施した。 

①より多くの生徒が学校行

事に主体的に取り組むよ

う、体育祭・文化祭幹部

生徒と協議を進めてい

く。 

①部活動数が多いため、部

活動顧問の負担が大き

い。 

 

 

②ＳＣ・ＳＳＷと協力し、

かながわサポートドック

と面談を活用して、困っ

ている生徒の支援体制を

充実させていく。 

・生徒主体の活動が根付い

ていると思う。 

・学業と部活動の両立が図

られ、主体性と協調性が

育まれている。 

・不登校等の精神的な課題

のある生徒に対しては外

部のフリースクール等の

支援も必要かと思う。 

・将来社会に貢献出来るリ

ーダーを育成するうえで

も引き続ききめ細かなケ

アをお願いしたい。 

①生徒たちが主体的に

学校行事や部活動を

行い、生徒自らが課

題発見・課題解決で

きるサポート体制を

整えることはでき

た。 

②教育相談体制を充実

させ、困り感を持つ

生徒の早期発見・対

応にあたることはで

きた。 

①部活動担当教員の

負担軽減に向け、

方策を検討してい

く。 

②引き続き困り感を

持つ生徒の早期発

見・対応ができる

よう、オンザフラ

イミーティングに

よる情報共有等も

活用しながら、支

援体制を充実させ

ていく。 

３ 進路指導・支援 

将来の自らの姿を意

識した、大学やその

後につながる学びの

継続性と、社会で求

められる資質・能力

が身につくキャリア

プラン作りを指導

し、主体的で、継続

的・計画的に粘り強

く物事に取り組む力

を育成する。 

①校外の研究成果発表会、

科学の甲子園、科学オリ

ンピックや学会発表等へ

の参加者を増やす。 

 

②進路実現に向けて継続

的・計画的に粘り強く取

り組む生徒をサポートす

る体制を充実させる。 

②生徒の進学に対する意識

を高め、学力向上につな

げる。 

①先輩の参加実績等を示し

ながら意欲のある生徒を

中心に参加するよう促す

とともに、事前指導を充

実させる。 

②模試、高大連携講座、面

談等を効果的に配置し、進

路通信等で随時情報を提供

することで、継続的・計画

的に粘り強く取り組む力を

育成する。 

②県相人材バンクの活用を

さらに進め、卒業生による

講演を企画したり、卒業生

をメンターとして活用した

りする企画を充実させる。 

①校外の研究成果発表

会、科学の甲子園、科

学オリンピックや学会

発表等の参加生徒数及

び結果。 

②キャリアプランの作成

状況。 

②卒業生による講演の実

施状況、卒業生による

メンターの活用状況。 

①科学の甲子園８名、科学

オリンピック 24 名参加。

ほか７大会で生徒が探究

成果を発表した。 

②進路行事は予定通り実施

した。11 月には３年生出

願指導検討会を開催し、

きめ細かな進路指導を実

施した。 

②ＳＳ課題探究で県相人材

バンクを活用し、卒業生

の講演を実施した。また

県相先輩セミナーで１・

２年生に対し経験を伝え

る機会を作った。 

①研究成果発表の体験談を

後輩に伝える機会を作っ

て、参加者を増やしてい

く。 

②１・２年生対象の進路支

援を充実させ、より早く

進路に向き合う生徒を増

やしていく。 

②引き続き県相人材バンク

の活用を進めていく。 

・台湾での学会発表や科学

の甲子園、オリンピック

の参加等は、将来の自分

の姿を意識し、探求する

ことができるすばらしい

取組だと思う。 

・３年間の課題研究の成果

を活用した大学入試への

チャレンジも進められる

と良い。 

・進路の時間の中で、自分

の将来の仕事をじっくり

考える時間が必要であ

る。 

①校外の研究成果発表

会等に参加し、成果

を上げる生徒が出て

きた。 

②模試、高大連携講

座、面談等を効果的

に配置し、進路通信

等で随時情報を提供

する、卒業生による

企画を充実させる

等、進路指導を充実

させることができ

た。 

①引き続き先輩の参

加実績等を示しな

がら意欲のある生

徒を中心に参加す

るよう促してい

く。 

②模試データ活用の

研究を進めてい

く。 

②課題研究の成果を

活用した大学進学

について、大学と

協議を進め実現し

ていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 25日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

地域から期待される

ニーズを理解し、教

育活動を地域と連携

しながら実施し、学

校外の多様な人々と

協働的に活動する機

会を通じて豊かな人

間性や社会性を涵養

し、社会に貢献でき

るリーダーを育成す

る。 

①本校の特色や取組を積極

的に発信し、地域や中学

生及びその保護者に理解

してもらう。 

 

 

 

 

②地域行事参加や福祉施設

訪問等、学校外の多様な

人々と協働的に活動する

機会を設定し、豊かな人

間性や社会性を涵養する

機会を作る。 

 

①ホームページの整理を更

に進めるとともに、こま

めに更新する。 

①生徒有志も運営に加え、

中学生やその保護者等に

対し魅力がある学校説明

会を企画、開催し、効果

的な広報活動を行う。 

②学校運営協議会制度を活

用して、学校外において

生徒が豊かな人間性や社

会性を涵養する機会を増

やしていく。 

①ホームページの整理状

況および更新状況。 

 

①学校説明会の実施状況

および参加人数及び学

校説明会参加者アンケ

ートの内容。 

 

②学校外における多様な

人々と協働的に活動す

る機会の回数及び参加

生徒数。 

①部活動、ＳＳＨ活動等を

中心に更新した。 

①学校説明会３回に加え、

学校見学も実施した。学

校説明会は生徒有志が説

明や相談を受けるように

した。参加者にも好評で

あった。 

②部活動単位で春夏の地域

イベントへの参加、公民

館イベントへの参加４

回、老人ホームやこども

園でのボランティア３回

を実施した。 

①ＨＰ担当者に更新業務を

集中させると更新頻度が

落ちるので、原稿を各担

当で作成し、ＨＰ担当は

整理とアップに集中でき

るような仕組みを作って

いく。 

 

②引き続き地域行事参加や

福祉施設訪問等を実施

し、豊かな人間性や社会

性を涵養する機会を創出

していく。 

・生徒主体の地域との連携

を一層進めてもらいた

い。 

・今年度卒業生の一人が無

料学習支援を毎週行って

いた。子どもたちの相手

をしつつ勉強もして希望

の進路に進んだとのこ

と、多様な人とつながる

機会を作ることは必要だ

と思う。 

・更なる地域連携や地域行

事への参加など機会をお

探しでしたらいつでもお

声がけいただきたい。 

①生徒有志も運営に加

えた学校説明会を企

画、開催し、参加者

の評価もよいもので

あった。 

①ホームページの整

理・更新は予定通り

に進まなかった。 

②地域行事の参加は部

活動単位で実施する

ことができたが、個

人のボランティア参

加を促す取組に課題

があった。 

①ＨＰ原稿を各担当

で作成し、ＨＰ担

当は整理とアップ

に集中できるよう

な仕組みを作って

いく。 

②生徒に多様な人と

つながる機会の重

要性を理解させ、

ボランティア参加

を促していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

生徒の多様な活動を

引き出しつつ、安全

安心に生活するため

の学習環境整備や、

生徒と向き合う時間

の確保や事故の未然

防止のための働き方

改革に向けた、組織

的で機動的な学校運

営を進める。 

①生徒が安全安心に生活で

きるための学習環境整備

を進めるとともに、非常

時の安全確保について体

制を整える。 

 

 

 

②教員の働き方改革を推進

し、教員が生徒と向き合

う時間を確保し、生徒の

事故を未然に防ぐ。 

①危機管理マニュアルを整

備し、職員に周知・共有

する。 

①具体的に災害を想定し

て、効果的な防災訓練を

企画し実施する。また非

常時における共助の重要

性を指導する。 

②校務の無駄を洗い出して

見直すとともに、ＩＣＴ

を活用した会議の効率

化、情報の電子化による

共有を進める。 

 

①危機管理マニュアルの

整備・共有状況。 

 

①防災訓練の実施方法及

び回数。 

 

 

 

②校務の改善状況、ＩＣ

Ｔを活用した業務の効

率化の達成状況。 

①危機管理マニュアルを整

備し、職員室に常備する

とともに、電子データを

サーバで共有した。 

①防災訓練を２回実施し

た。ＤＩＧを取り入れ、

非常災害時に自ら考えて

行動する態度を育成し

た。 

②勤務時間管理システムを

活用して、長時間の時間

外勤務に対する注意喚起

を行った。 

①危機管理マニュアルは各

自で確認しておくように

指示はしているが、内容

を共有する時間がなかな

か取れない。 

①外出中など学校外で災害

に遭った時の訓練も今後

検討していく。 

 

②７時間授業が３日あり、

部活動も盛んなため、校

務をより効率化して、勤

務時間を削減しながら生

徒に向き合う時間を減ら

さない工夫が必要であ

る。 

・高校生は災害時には被災

者であると同時に支援者

でもあるということを意

識した防災教育を進める

ことが必要である。 

・業務の整理と不要なもの

は削って時間の余裕が作

られるようにできると良

い。 

・どの職場でも仕事は増え

る一方なので，減らす業

務を管理職に判断してい

ただく必要がある。 

①防災訓練を２回実施

し、非常災害時に自ら

考えて行動する態度を

育成することができ

た。 

②勤務時間管理システ

ムを活用して、長時間

の時間外勤務に対する

注意喚起を行ったが、

具体的な業務の削減を

実行することはできな

かった。 

①災害時には被災者

であると同時に支

援者でもあるとい

うことを意識した

防災訓練実施を検

討する。 

②削減、効率化でき

る業務を洗い出

し、業務の削減を

管理職が積極的に

進めていく。 

 

 


